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6
英文論文執筆推進のための連続講習会①②③

開催日 2007年10月20,24,31日

企画班 研究発信支援プログラム

企画者 小嶋祥三

講演者 　中村克樹(国 立精神神経センター神経研究所)、小嶋祥三(塾 内)

 表 題 の 目的で、2007年10月20日 、24日 、31日 に

講習 会 を実施 した。 ユ回 目はプログラム責任 者 の

小嶋 が、2、3回 目は国立精神 神経 セ ンターの中

村 克樹 氏が講師 であ る。 各 回90分 で、 参加者 は慶

応 義塾 および他大学 の大学 院生 を中心 に約30名 で

あった。

 小 嶋 は国 内外 への出張や英文校 閲、雑誌掲 載へ

の補助 に関する事務手続 きを説 明 した。続 いて、雑

誌 のimpact factor(IF)と 各 論文 の引用度 数の検

索 法 を会場 で供 覧 した。IFは 雑誌 のレベルの 目安

にな り、論文 を投稿する ときの参考 になることを紹

介 した。引用度数の検索は、 この ような点 を考 えた

ことがなかった若 手研 究 者 の意 識改 革 の意 味 で実

施 した。

 中村 氏 は論文、特に多 くの人が 目を通す英文論文

を持 つことの重要性 を語 った。科 学は一 人で行 うも

のでな く、多 くの研 究者が知識を共有す ることで発

展す る。 もし論文を執筆 しないなら、その発展 に寄

与で きない。和文論文 と比較 して英文論文 は多 くの

研究者の 目に留 ま りやすい。それゆえ、極力英文で

執筆すべ きだ、 とい う主 旨であった。 また、IFだ け

でなく、掲載論文が どれほど長 く引用 されるか とい

う項 目に も注 意すべ きなど、IFの もつ問題点 も指摘

した。中村氏はさらに、研究成果の発 表を競 うあま

り、不 正 を行 う例があることを紹介 し、そのように

ならないよう注意 を喚起 した。

 最 後 に小嶋が補足 し、英文を書 くことは能力でな

く習慣の問題であること、英文論文 を持つ ことが研

究者 としてやってい くことの基本 的 な条件 であるこ

とを話 した。以下は霊長類研 究所 にいた某氏の言で

あ る。 正 しい英 語 か分 りませ んが 、Publish, or

perish1                      (小嶋 祥三)
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